





















































































て提供する食事の目安」（平成 27 年 9 月）や日本人の食事摂取基準（2015 年版）等を基
本とし、さらに給食会社 4 社の実際のヘルシーメニューの献立分析を行って決定した基準
















表 3 １食あたりの提供エネルギー量（2 段階）による分類 
 
 
さらに、外食及び給食部門においては、必須項目 7 項目（図 1）及びオプション項目 17
項目（図 2）を含む 24 項目、中食部門においては、必須項目 6 項目及びオプション項目





表 3 １食あたりの提供エネルギー量（2 段階）による分類 
 
 
さらに、外食及び給食部門においては、必須項目 7 項目（図 1）及びオプション項目 17
項目（図 2）を含む 24 項目、中食部門においては、必須項目 6 項目及びオプション項目
















ため、今回は☆☆を目標に、第 1 回「健康な食事」認証制度に応募することとした（表 4）。 
 
 
















図 2 「健康な食事・食環境」認証基準（オプション項目） 
 
表 4 制度のスケジュール(2018 年度) 
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ことができた。第一回の認証店舗数は 16,809 店舗であり、内訳として外食は認証 25 件（認










図 3 「ヘルシー（春）」ポスター 
− 236 −
る。21「果物を提供している（シロップづけを除く）」は、デザートとして果物を付けることで満た
すことができると思われる。22「減塩の調味料を提供している」は、減塩の調味料を使用することで
満たすことができると思われる。しかしながら、メニュー内容や予算等の関係もあるため、カフェテ
リアの業者と連携しながら実施可能な項目を少しずつ増やし、今後は☆☆☆のつく店舗として認証さ
れることを目標にしていきたいと考える。
　本取り組みを実施するにあたり多大なるご理解とご協力をいただきましたカフェテリアの業者であ
るグッドフーズ有限会社の皆様に厚く御礼申し上げます。
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